
平成２９年度 学校評価アンケート分析 

１ 保護者アンケート 

 ①評価平均が３．０未満の項目 

  Ｑ２２、３０、３２、３３ 

  ・Ｑ２２は学校行事への保護者参加についてのものであるが、積極的参加が若干少な 

  いようである。さらに活動への呼びかけを行うことが必要である。 

  ・Ｑ３０は環境問題に関わる内容、Ｑ３２・３３はＩＣＴ関連の質問であるが、これ 

  は生徒結果と一致している。今後活用の充実を図りたい。 

 ②評価平均が３．５以上の項目 

  Ｑ１，１０，１２，１８ 

  ・Ｑ１は評価４と３をあわせて９０％以上で、昨年に引き続き高い評価である。１０ 

  ０％を目指して今後も頑張りたい。 

  ・Ｑ１０では、メールメイトシステムでの情報発信が評価されている。 

  ・Ｑ１２、１８は生徒指導、美術・工芸科の活動に高い評価を得ている。 

 ③その他 

  ・全体的に評価が年々徐々にではあるが、高まってきている。 

 

２ 生徒アンケート 

 ①評価平均が３．０未満の項目 

  Ｑ１、７、９、１１、３６、３７、３８、３９ 

  ・Ｑ１、９は学習に関する質問である。生徒達は学習しないといけないという意識と、 

  十分にできていないという自己分析があると思われる。 

  ・Ｑ７は学校行事に関するものであるが、積極的に行事に参加しているという意識が 

  まだ低い。 

・Ｑ１１や３６では掃除や環境問題への取り組みが不十分との認識が続いている。 

・Ｑ３７～３８はＩＣＴ関係の問いであるが、まだ学校全体で積極的なＩＣＴ活用が

少ないと感じているようである。 

 ②評価が３.５以上の項目 

  Ｑ４、１８、１９、２４、２５、２９、３０、３１、３２ 

    ・Ｑ４の美術・工芸科の活動についての項目である。 

  ・Ｑ１８～３１に関しては、 学校のスローガンや生徒指導関連である。スローガン 

  の周知がさらに深まっていることは学校への帰属意識が高まっていることを示し、 

  生徒指導項目の高さも同様の帰属意識・規範意識の高まりを示すものである。 

・Ｑ３２は掃除に関する質問である。Ｑ１１の全体の掃除についてはまだ評価が低い

が、Ｑ３２の本人自身の取り組みについては、年々評価が高くなり、今年度初めて

３．５以上となった。生徒に美化意識や勤労意欲の向上が見られるようになってき

ている。 

 

 

 



平成２９年度 学校評価アンケート分析 

教職員アンケート 

① 評価が３．０未満の項目 

Ｑ６、１８、１９、４２、５４、５６ 

・Ｑ６は、生徒指導でのグリーンカードについての質問であるが、その活用が不十

分である。今後継続して実施するかどうかの検討が必要である。 

・Ｑ１８・１９は、行事や業務に関することであるが、さらに業務の効率化と縮減

及び仕事量の平準化が求められている。 

・Ｑ４２は、公開授業に関する質問であるが、指導力向上のためにその活性化を図

る必要がある。 

 

② 評価が３．５以上の項目 

Ｑ７、１２、１３、１４、１５、２４、５０、５２、５８、５９ 

・Ｑ７は苦情に関する対応であるが、迅速な行動が認められている。 

・Ｑ１２～１４、２４は、美工科に関することであるが、高い評価を得ている。 

・Ｑ１５により、担任・相談部等との連携が図られていることがわかる。 

・Ｑ５０・５２により、ホームページの活用や情報発信、外部講師の活用等評価が

高かった。 

・Ｑ５８・５９は、きちんとコンプライアンス遵守に取り組んでいることに評価を

得ている。 

③ 次年度特に改善すべき項目 

・業務の分散化と効率化 

・ＩＣＴを活用した公開授業の実施 

・グリーンカードの継続の有無 


